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庁 内 各 局 部 課 長 警 察 庁 刑 事 局 長

各 附 属 機 関 の 長

薬事法及び薬剤師法の一部を改正する法律のうち指定薬物の単純所持・使用等の禁

止に係る規定の施行について（通達）

薬事法及び薬剤師法の一部を改正する法律（平成25年法律第103号。以下「改正法」と

いう。別添１参照）は、平成25年12月13日に公布され、改正法のうち、指定薬物による保

健衛生上の危害の発生を防止するために新設された、指定薬物の単純所持・使用等の禁止

に係る規定については、薬事法及び薬剤師法の一部を改正する法律の施行期日を定める政

令（平成26年政令第24号。別添２参照）により、平成26年４月１日から施行されることと

なった。

改正法による改正後の薬事法（昭和35年法律第145号。以下「法」という。）のうち、

指定薬物の単純所持・使用等の禁止に係る規定（別添３参照）の概要等及び運用上の留意

事項は、下記のとおりであるので、事務処理上遺漏のないようにされたい。

なお、本通達の内容については、生活安全局と協議済みである。

記

１ 趣旨

改正前の薬事法第76条の４において、指定薬物は、医療等の用途以外の用途に供する

ために「製造し、輸入し、販売し、授与し、又は販売若しくは授与の目的で貯蔵し、若

しくは陳列してはならない」とされ、流通については規制がなされてきた一方、同薬物

の単純所持・使用等については特段の規制が設けられてこなかったため、国民が安易に

同薬物を入手して使用する事例が数多く報告され、健康被害や他者への危害事例が報道

されるなど深刻な社会問題となっていた。

そこで、この度、国民が安易に指定薬物を入手して使用することのないように、現行

法の供給側の規制のみならず、単純所持・使用等という需要側についても規制の対象と

したものである。

２ 概要

(1) 指定薬物の単純所持・使用等の禁止（法第76条の４関係）

指定薬物について、医療等の用途以外の用途に供するための所持、購入及び譲受け

並びに医療等の用途以外の用途での使用を新たに禁止することとされた。

なお、改正前の本条に規定されていた「販売・授与の目的での貯蔵・陳列」につい

ては、本条に新たに規定された「所持」に包含される概念であるため、条文上削除さ

れた。



(2) 罰則（法第83条の９及び第84条関係）

所持、購入、譲受け及び使用の態様で違反した者については、３年以下の懲役若し

くは300万円以下の罰金に処し、又はこれを併科することとされた。

なお、指定薬物の「所持」について、当該行為が「業として」の「販売・授与の目

的での貯蔵・陳列」に該当する場合は、従前のとおり、５年以下の懲役若しくは500

万円以下の罰金に処し、又はこれを併科することとされた。

３ 運用上の留意事項

(1) 改正法の趣旨を踏まえ、乱用者の取締りを徹底するとともに、販売店舗等に対する

突き上げ捜査を推進すること。

(2) 本件改正の内容について、警察職員に対する指導教養を徹底し、関係部門との連携

を強化するとともに、適切な広報啓発活動により国民への周知を図ること。
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